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 要  旨 
レーダは光学装置が適用困難な暗闇や濃煙，粉塵環境下での空間計測が可能であることから，
災害現場などで人間の代わりに活動する救助ロボットのための画像センサとして有用である．上
記用途として，非常に高い距離分解能を有する UWB(Ultra Wideband) パルスレーダが注目を集め
ている．同レーダを用いた高精度画像化技術として，合成開口処理法(SAR:Synthetic Aperture Radar) 
や SEABED(Shape Estimation Algorithm based on BST and Extraction of Directly scattered waves)法，
RPM(Range Points Migration) 法などがこれまでに提案されている． 
一般に，レーダ画像化技術はアンテナ素子の可動領域を十分確保できない状況下では，遠方に
ある目標物体の画像再現領域が著しく狭小化するという問題を有する．上記問題を解決するため，
室内の壁面や目標物体間の多重散乱波を用いて目標物体の画像再現領域を拡大する手法が複数提
案されている．同手法は，多重散乱波は単散乱波と異なる伝搬経路を通過するため，目標形状に
関して単散乱波と異なる情報を多重散乱波が有すること利用したものである．これにより単散乱
波のみを用いる従来の画像化技術では再現できなかった領域の画像化を実現するが，多重散乱波
が生じない状況では同手法を適用することができない． 
本論文では人体や他の目標形状を近似的に楕円体の集合とみなし，楕円外挿法を適用すること
で目標形状を高精度に外挿する手法を提案する．まず，RPM法を適用することで得られる目標形
状の推定点群に対して楕円を当てはめることで目標形状を外挿する手法を提案する．しかし画像
再現領域が狭小な場合には，RPM 法による目標形状推定点群の推定誤差に対する感度が非常に
高くなるため，本手法の外挿精度が著しく劣化する．RPM 法による目標形状推定点群の推定誤
差の影響を回避する手法として，観測データから直接的に抽出される距離点群を用いた楕円当て
はめの手法を提案する．本手法では距離点群を目標物体ごとに正しくクラスタ化するため，RPM 
法で得られる推定点群から距離点群への写像は全単射であることを利用する．具体的には，RPM
法で得られる推定点群をユークリッド距離を基準にクラスタリングし，各点を距離点に写像させ
ることで，距離点を目標物体ごとにクラスタリングする．また，複数目標からの散乱波が干渉す
ることで生じる観測データの誤差による外挿精度の劣化を改善するため，距離点群の局所的な分
布に基づく干渉抑圧法を導入する．2 次元および 3 次元問題において各手法の性能を数値計算に
より評価し，その有効性を示す． 
 
